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【１　組織の概要】

　有限会社　吉野商店

　〒097-0002　稚内市潮見1丁目７番30号

  H6年12月17日

  300万円

  代表取締役 吉野栄治（R4年2月16日就任）　

　取締役　吉野　照平（H6年12月17日就任）

環境管理責任者 　代表取締役　

（ＥＡ２１担当者） 　吉野栄治

　連絡先 　有限会社　吉野商店

　電話＆FAX 　℡　0162－32－3431 fax　0162－32－3432

       e-mail   : 　yosino30@aurora.ocn.ne.jp

　3人（総従事者数パートを含め3人）

　先々代がS3年5月に金物古物商を創業した。

　先代が事業を継承してH6年に法人化して産業廃棄物処理業の事業にも

拡大したが、高齢のためR4年に息子が事業を継承した。

　　　　

　ⅱ　組織体制（部門別人員配置図、環境保全技術資格種類別人数、処理業講習受講状況）

　ⅲ　処理業講習受講状況

　　・産業廃棄物処分業の許可に関する受講（'21年10月5日第621279507号）

　　・産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物収集運搬業の許可に関する受講（’19年9月19日第519065031号）

　ⅳ　地域融和

　　当社の施設は、利害関係者に対し公開するので、事前にご連絡してください。

　ⅴ　環境保全への取組み

　　・　エコアクション２１認証新規登録（番号００００５５７）…平成18年1月10日以降更新継続

　　・　電子マニフェスト使用

代　表　　取締役

代表取締役兼環境管理責任者EA21評価者

事務部門（兼務1～2名） 作業部門（兼務1～2名）
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設 立 年 月 日

資 本 金

代 表 者

役 員 等

従 業 員 数

事 業 経 歴

名 称

所 在 地



２　事業の内容

３　施設及び処理の状況

　①　収集運搬業

 三菱ふそうﾌｧｲﾀｰ  小松ショベル  日産フーガ

 貨物平ボデイ  バケツ  普通車

 9.45m×2.47m  4.70m×2.3m  4.84m×1.8m

 6.2 ｔ  １ｔ  5人乗り

　　2)　収集運搬業の積替え保管場所

　　・ № 1…稚内市潮見１丁目１番32　

　　　　面積…12.15㎡　保管上限…2.75m3　高さ…0.68m

　　　　種類…廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ガラス・コンクリート・陶磁器くずの混合物

　  ・ №2…稚内市はまなす5丁目336番1　

　　　　面積…21.07㎡　保管上限…21.07m3　高さ…1.m

　　　　種類…廃プラスチック類、ゴムくず、金属くずの混合物

　  ・ № 3…稚内市はまなす5丁目336番1　

　　　　面積…4.73㎡　保管上限…6.6m3　高さ…1.4m

　　　　種類…ガラス・コンクリート・陶磁器くず

　  ・ № 4…稚内市はまなす5丁目336番1　

　　　　面積…4.51㎡　保管上限…6.3m3　高さ…1.4m

　　　　種類…紙くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず（廃石膏ボード）

　  ・ № 5…稚内市はまなす5丁目336番1　

　　　　面積…4.51㎡　保管上限…6.3m3　高さ…1.4m　　＆　種類…木くず

　  ・ №6…稚内市はまなす5丁目336番1　

　　　　面積…4.51㎡　保管上限…6.3m3　高さ…1.4m　　＆　種類…紙くず

　②　処分（中間処理）業

　処理施設の種類 　破砕機

　処理産廃の種類 　金属くず、廃プラスチック類、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

　設置年月日

　設置場所 　稚内市潮見1丁目７番19

  1.6ｔ/日・0.2ｔ/時間（切断方式）

　構造・施設の概要 　油圧方式

　　2)　保管場所…稚内市潮見1丁目７番19

　　　　№1…面積…1㎡、保管上限…2.17ｍ3、高…0.5ｍ、種類…ガラス・コンクリート・陶磁器くず、

昭和59年9月1日

　処理能力（方式）
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H.30.07.28
第00120039275号

車輌の規模

積載能力

H.30.01.05 (金)第123060000011号

許可番号 許可対象産業廃棄物

運搬車輌の名称

車輌の型式

 産業廃棄物収集
運搬業（道庁）

R3.4.17
第00１１0039275号

燃えがら、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗ類、紙くず、木くず、繊維く
ず、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、鉱さ
い、がれき類。以上。水銀使用製品産廃を含む。積替保管あり。R.8.04.16

産業廃棄物中間
処分業（道庁）

破砕（廃ﾌﾟﾗ類、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶
磁器くず）H.35.07.27

許可期間

金属くず回収業 -



　　　　№2…面積…15㎡、保管上限…4.5ｍ3、高さ…0.7ｍ、種類…廃プラスチック類、

　　　　№3…面積…15㎡、保管上限…4.5ｍ3、高さ…0.75ｍ、種類…金属くず

　③　事業場の処理工程図

　④　循環資源（産廃）処理実績

　　1)　収集運搬の実績 2022年1月 〜 2022年12月

　　２）　中間処理等の実績 2022年1月 〜 2022年12月

 5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月

　　3）　一般廃棄物の内訳 2022年1月 〜 2022年12月

8.574 125.9910.25 18.69 7.776 5.368 14.75 19.92金属くず 4 10.07 6.83 5.831 14.35

（単位：t）

（単位：t）

（単位：㎏）
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1.25 1.25 1.375 1.188 1.313 15.13

1.103 12.71

合計（kg) 1.188 1.125 1.313 1.313 1.125 1.375 1.313

1.155 1.103 1.05 1.05 1.155 0.998プラ（弁当がら） 0.998 0.945 1.103 1.103 0.945

0.2 0.2 0.22 0.19 0.21 2.42

11月 12月 計

可燃物（茶殻） 0.19 0.18 0.21 0.21 0.18 0.22

5.88 34.04

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

1.55 1.40 4.86 1.41 3.62 6.35合　計(t) 2.50 2.77 1.41 2.07 0.23

1.042 0.711 2.789 2.211 0.537 15.31

0 1.01

埋立量 1.615 0.598 1.188 2 0.226 1.22 1.103

0 0.035 0.255 0 0.499 0.22

3.92 5.34 17.72

委
託

資源化量 0 0 0 0 0

0 0.33 0.265 3.56 0.695 0.335

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

金属 0.88 2.17 0.22 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

1.41 3.62 6.35 5.88 34.04

処
理
結
果

売
却

廃プラ 0.00 0.00

18.74

合　計(t) 2.50 2.77 1.41 2.07 0.23 1.55 1.40 4.86

0.30 3.82 0.70 1.07 3.92 5.34

2.431 0.537 14.90

金属くず 0.88 2.17 0.22 0.00 0.00 0.33

0.226 1.22 1.103 0.642 0.711 2.558

中間
処理
量

廃プラ 1.615 0.598 1.188 2.072

ガラスくず等 0.00 0.00 0.00

11.15 157.95

1月 2月 3月 4月 計

11.47 21.06 10.61 7.63 19.90 23.28  　合　計(t) 5.91 11.98 9.27 8.18 17.53

0.02 0 0.65 0 0 2.23

0.18 5.21

管理型 0 0.06 0.32 0.28 0.76 0 0.1

0 0.23 0.94 1.41 0.64 0.12木くず 0.7 0 0.07 0 0.95

0 0 0 0 1.52 2.64

0.34 0.74

がれき類 0.0 0 0 0 1.12 0 0

0 0 0.4 0 0 0ガラス等 0.0 0 0 0 0

1.477 0.851 3.858 3.231 0.537 21.14

12月 計

廃プラ 1.62 1.848 2.048 2.072 0.346 1.22 2.037

6月 7月 8月 9月 10月 11月1月 2月 3月 4月 5月

収集運搬
処理受入

破砕・選別 有価物 売却

※　破砕（廃プラ、金属、ガラス等）

廃棄物 最終処分場

0.00 0.00 0.00 0.00 0.400.00 0.00 0.00 0.00 0.40

金属くず
金属
くず
回収
量(t)

選別後合計

2.703

0.00

0.00

2.703

廃
プ
ラ

資源化量

埋立量

107.37.897 6.61 6 14.35 9.917 18.39 3.961 4.673 13.68 16 3.234

0.00 0.54 0.00 0.00 1.380.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.84

1.570.00 0.43 0.00 0.06 0.00 0.47 0.00 0.07 0.14

110.27.897 7.04 5.831 14.41 9.917 18.86 4.796 16.4 3.234

0.40 0.00

4.743 14.36

8月 9月 10月

0.21



４  事業の規模

 　売上高

 　従業員数

 　床面積

　（事務所等）

　（作業所）

　（敷地面積）

【２　認証登録範囲】

　ⅰ　対象事業所…本社・工場

　ⅱ　対象事業…産業廃棄物の収集運搬・中間処理並びに金属くず回収業　　　

【３　環境経営方針】

　している。

　もって健全な地域社会の発展に寄与することを基本方針とする。

　ルールを遵守しながら、当面次の事項を目標に取り組みます。

記

　・　廃棄物から有価物を拾集して、資源の使用削減に努めます。

　・　環境マネジメントシステムに取組み、資源の節約に努めます。

　・　環境に関する知識の普及啓蒙に努めます。

　・　この環境方針は、従業員に周知するとともに社会に公表します。

2005年７月1日 制定

有限会社　吉野商店

代表取締役　吉野照平

　 効活用を図ることで、地球資源の保全に役立てて社会の一翼を担うことを目的と

　　今後は、廃棄物のリサイクルの他に環境マネジメントシステムを積極的にして

 　活用・維持「廃棄物の適正処理」を推進し、かつ、日常から継続的改善に取り組み、

　 　当社のリサイクル事業等では、「運搬車両」及び「廃棄物の切断破砕施設」にお

　けるエネルギーが環境負荷の主なものであり、これに伴う法規制及び地域社会の
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㎡ 1,056 1,056 1,056

環境経営方針

　　 弊社は、主として廃棄物の収集運搬過程において有価物を拾集して、資源の有

㎡ 19.8 19.8 19.8

㎡ 39.6 39.6 39.6

84.73

百万円 24.62 16.48

人 3 3 3

27.81

循環
資源

収集運搬量 　t 157.95 208.55 38.54

破砕等処理量 　t 34.04 91.64

年度 単位 2022年度 2021年度 2020年度区分

　　購入金属くず等 　t 110.20 123.78 82.30

㎡ 59.4 59.4 59.4

印



【４　環境経営目標】

　中長期の環境経営目標は、次のとおり定める。

　水道水使用量

※　環境目標の設定等について

　中長期目標は、’19年の値を基準値とし、その他は次のとおりとする。

　①　温室効果ガス関係

　　 　電力のCO2排出係数は、北電のR2年実数値0.601を使用する。

　②　水道水は、借家人と共用のため、把握・削減の努力はするが、参考値とする。

　③　廃棄物の排出量は、再資源化物購入物等により排出するため、（参考値）とし、評価の対象外とする。

　④　循環資源の破砕・運搬の増加は、当社の努力より市況に影響されるため、評価の対象外とする。

【５　環境経営計画】

１　総エネルギー投入量の削減

　①　消費電力の削減

　　・　事務所及び作業場は、使用していない時間帯は消灯する。

　　・　複写機は、常時使用していないため、使用時のみ電源を入れる。

　　・　事務機器及び蛍光灯は、交換時期には省エネタイプに取り替える。

　②　自動車燃料の効率化

　　・　冬期間の初期運転以外は、アイドリングＳＴＯＰを励行する。

　　・　急発進・急加速等アクセルむらのない安全運転を励行する。

　　・　交通制限速度を守り、効率的な運転を励行する。

　③　暖房等燃料の効率化

　　・　冬期間の暖房は、室温20～23℃を守る。　

　　・　事務室は、二重窓にして室温の低下を防止する。

２　水道水使用量の削減

　①　洗車は、風呂の残り水を使用する。

　②　水使用時は、給水ハンドルを全開しないことを守る。

＋4％ ＋6％ ＋8％

- -
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±0%

　循環資源(産廃)運搬量 208.55 t ＋2％ ＋4％ ＋6％

廃棄物
（参考値） （産廃） 5.33 t ±0%

（一廃） 15.13 kg ±0%

±0％ ±0％

56.1 ㎥

±0%

＋8％

±0％

±0% ±0%

±0%

±0％±0％

±0%

±0%

±0％

±0％

±0% ±0% ±0%

±0％

±0% ±0% ±0%

±0％762.4 Ｌ ±0％

±0％

±0％±0％ ±0％ ±0％

1,340.0 ±0％Ｌ ±0％ ±0％ ±0％

’24年度実　数 単位 ’22年度

±0％

±0％

±0％

±0％

項目

　電力 2,106.5 kwh

3,548.0

　ガソリン

　軽油 Ｌ

エネル
ギー等
の内訳

中長期目標

’25年度 ’26年度

削
減

 　CO2排出量 15,427.02 kg-CO2 ±0％ ±0％

　灯油

’23年度

年度 基準値（’21年度）

123.78 t - - -

増
加

　購入金属くず等

　循環資源(産廃)破砕量 91.65 t ＋2％

＋10％

＋10％



３　廃棄物最終処分量の削減

　１）　当社が排出する廃棄物は、廃棄物処理業の性格上次のとおりとする。

　　①　事務所で従業員が排出する弁当の廃容器等

　　②　収集運搬中に有価物を拾集した後に排出した選別後廃棄物

　　③　中間処理後に排出する廃棄物（埋立目的で破砕を受託した廃棄物を除く。）

　２）　上記廃棄物の単純な削減は、事業の衰退を招くため、数値上は±0％(参考値)とする。

　　①　受注した循環資源は、可能な限り分別・選別して資源化して埋立量を削減する。

　　②　廃棄物のリサイクルは、費用がかさむため、排出事業者に費用負担の理解を啓蒙する。

４　循環資源の増加推進

　①　循環資源投入量は、当社の本来事業のため、目的達成の可否にかかわらず増加を図る。

　②　リサイクル事業の普及啓発をして原料の収集に努める。

　③　リサイクル率の向上のため、技術研鑽に努める。

　④　リサイクル資源について、販路拡大のため、情報収集に努める。

【６&７ 環境経営目標の実績及び評価並びに次年度の取組内容】

1 年度の実績は、次表のとおりであった。

　電力のCO2排出係数は、北海道電力のR2年実数値0.601を使用する。

２　評価は、次のとおり。

①　C０2の排出量は、上記表のとおり全項目の使用量が減少したため約7.77％削減したが、省エネ活動

　　よりも、コロナ禍の影響で社会経済の低迷のため事業量の減少効果が大きかったと評価した。　

　ⅱ　水の使用量は、削減できたが借家人と共用のため不安定なのは止むを得ないと判断をした。

　ⅲ　一廃は、ペットボトル・弁当がら恒常的に排出するが、全量資源化をしている。

　　　産廃は、2.2t削減したが、清掃等によって排出したもので事業量の減少によるものと判断をした。

　ⅳ　事業量では、破砕量及び購入金属くず等量が減少したが、金属くずが高騰したため収入面では

　　約12.9％の増収となり、経営上大きな効果があった。

-57.6 -62.86% 418.04

0.08

-0.6 -11.35% 0.02

削
減

- 6 -

157.95 -50.6 -24.26% 90.08

　循環資源(産廃)破砕量 91.65 ｔ ＋2％ 34.04

　循環資源(産廃)運搬量 208.55 ｔ 73.97 ＋2％

168.33

±0% 15.13 0.0 0.00%

（産廃） 5.33 ｔ 0.02 ±0% 4.73

16.93

　水道水使用量 56.1 ㎥ 0.19 ±0% 50.70 -5.4 -9.63% 0.26

-15.87% 6.35

　軽油

1,340.0

Ｌ 11.82 ±０％ 3,251.00 -297.0 -22.16%

-60.0 -1.69% 3.66

　ガソリン

762.4

Ｌ 4.46 ±０％ 1,219.00 -121.0

2,102.90 -3.6 -0.17% 10.95

　灯油

3,548.0

Ｌ 2.54 ±０％ 702.40

14,228.48 -1198.5 -7.77% 74.11

エネ
ル

ギー
等の
内訳

　電力 2,106.5 ＫＷｈ 7.02 ±０％

 　CO2排出量 15,427.02 kg-CO2 51.39 ±０％

廃棄物
（参考値）

（一廃） 15.13 kg 0.05

運搬・処
理量対比項目 実　数 単位 目標 実　績 基準値差 増減率

年度 基準値（’21年度） 運搬・処
理量対比

'22年度 実績

2021

増
大

　購入金属くず等 123.78 ｔ - - 110.20 --13.6 -10.98%



②　次年度の取組みの評価意見

　ⅰ　CO2の排出量が、大幅に減少したが基準値を見直したばかりで、このまま継続をした方が良い。

　ⅱ　事業内容等に変化がないため、環境活動内容はこのままでいい。

【８　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無】

　①　環境関連法規は、’23年1月に行政機関のＨＰ等で改定等をチェックして当社に必要な法律

　　を次表のとおり確認したので、適切と評価している。

　　　適用法令 　　　　主な要求事項 　確認状況

廃棄物の投棄・焼却の禁止規定 遵守確認

無許可営業の禁止規定 遵守確認

処理施設の設置許可規定 遵守確認

廃棄物処理法 産廃の処理（運搬・保管・処分）基準 遵守確認

産廃の委託基準 遵守確認

管理票の交付・回付・報告規定 遵守確認

道路運送車両法 車両の排ガス・騒音基準 車検で確認

水質汚濁防止法 公共水域へ油流出に関する措置・報告規定 事例なし

　②　環境関連法規のうち特に廃棄物処理法は、当社の事業に直接関係する法律で事業継続上

　　の観点から違反することはないが、過去３年に関係当局から違反の指摘がなく訴訟の事実もありません。

【９　代表者による全体の評価と見直し結果】

　１　環境経営方針

　　事業等について、変更がないため、改訂をしない。

　２　環境関連法規

　　　環境関連法規の遵守は、確認しており、「環境関連法規一覧表兼遵守確認記録簿」は変更しない。

　３　環境経営目標と環境経営計画

　ⅰ　CO2の排出量が、大幅に減少したが基準値を見直したばかりで、このまま継続をした方が良い。

　ⅱ　事業内容等に変化がないため、環境活動内容はこのままでいい。

　４　システム・実施体制

　　3名の体制は、継続する。

　５　その他

・　緊急事態の想定について、可能な範囲で地震・津波を追加する。

・　金属くずは、長期間のうちに突然高騰する時があるため、ストックできる能力（保管場所・資金力）が

　経営の安定を左右するため、増収に気を緩めないよう注意すること。
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